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マーギュリス（Lynn Margulis　1938-2011）
　アメリカの生物学者．1967年，ボストン大学で真核生物の細胞内共生説の核となる論文『有糸分裂する
真核細胞の起源』（The Origin of Mitosing Eukaryotic Cells）を発表し，真核生物の細胞小器官は，異
種生物が細胞内に取り込まれ共生することで生じたとする「共生説」を提唱した．発表当時，この考えは
あまりにも突飛であったため，14の学術雑誌で論文の掲載を拒否されたらしい．
　現在では，ミトコンドリアの起源はα-プロテオバクテリアと呼ばれる細菌の一種，葉緑体の起源はシア
ノバクテリア，核と細胞質の起源は古細菌であることが共通認識となっている．

〔扉絵〕　木下尚彦氏の御厚意による。（木下氏は，福岡県立玄界高等学校教諭）
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